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長浜市立湖北病院　地域医療連携室だより

　当院透析センターは、安全で質の高い透析治療の提供とともに、広々とした明
るい雰囲気で、少しでも快適な透析を受けていただける事を目指しています。
 患者様に「ここで透析を受け続けたい」と思って頂ける事を目標に、また、住み慣れた地域で
無理のない日常生活ができるよう、できる限り患者様のニーズに合わせた対応を考えています。
 ベッド数は３１床あり、月・水・金２クール、火・木・土１クールで稼働しています。個室は
２床あり、感染症の方も対応可能です。
　当センターは1階にあり、目の前に駐車場があるため、通院しやすい立地になっています。そ
のため、高齢の方で送迎に介助が必要な方でもセンターの玄関前に送迎車をつけていただくこと
が出来ます。また、家族様の都合や、介護タクシーの都合などにより時間調整も行っていますの
で、お気軽にお問い合わせ下さい。

 

                                      　　　【腎不全保存期は泌尿器科外来へ】
　                                       　　　　当院では腎不全保存期の患者様を
                                       　　　泌尿器科で診察しており、透析導入前
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　から維持透析まで幅広く対応しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　バスキュラーアクセス（シャント等）管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も行っており、造設からその後の管理や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緊急時対応も可能です。
 
 

　【腹膜透析外来】
　　当院では、腹膜透析の管理も行っています。
　腹膜透析導入時は入院して頂き、カテーテル造設から
　手技習得までを入院中にサポートさせて頂き、退院後は
　透析室で手技確認や問診、生活相談、医師の診察を行い
　ます。
　　当院には訪問看護ステーションや地域包括支援センター
　もあり、在宅と繋がりのある支援を行っています。
　

開始時間 月 火 水 木 金 土 日

9:00～ ○ ○ ○ ○ ○ ○

14:30～ ○ ○ ○



【総合的なバスキュラーアクセス（シャント等）管理】
　エコーを活用した“見える”管理で、長く安全な透析を目指しています。
当センターでは、臨床工学技士（CE）が医師・看護師と連携し、
シャント作成前スクリーニングから作成手術（OPE）支援、日常
管理、エコー検査、トラブル対応（経皮的血管拡張術：VAIVT）
まで一貫して携わっており、患者様一人ひとりの血管条件に
合わせた、切れ目のない総合管理を実践しています。

【透析環境】
　当センターの透析装置は、全台がオンライン血液透析濾過（HDF）
に対応しています。
治療中は血管内容量（BV）計によるリアルタイムの除水管理を行い、
患者様の体調や循環動態に応じた最適な透析を実施しています。
　また、透析中の状態や採血データから患者様一人ひとりに合わせた
透析条件を提案･調整しています。

【フットケア】
　毎月患者様全員のフットチェックを実施しています。
下肢血流の低下や、傷、白癬の有無等、トラブルの早期発見に
努めています。また、観察を行うと共に適切なケア方法等の
指導も行っています。ご本人、ご家族で困難な場合は、
透析室で継続した処置やケアも行っています。
　ABI（血液脈波)検査や下肢エコー、CT検査等も行っており、
必要時循環器科へ繋げさせて頂きます。適応があれば
レオカーナ（吸着型血液浄化器）治療も行っています。

　

                                         　【運動療法】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透析患者様の筋力やADLの低下は著しく、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自力で通院できなくなり、入院を強いられる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　方も少なくありません。当センターでは、少し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　でも長く、患者様に自宅から通院してもらえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よう、筋力の維持に努めたいという思いで、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　透析中のリハビリをお勧めさせて頂いていま
                                            す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　理学療法士と連携し、患者様個々に合わせた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　運動内容を指導し、ベッド上での運動療法を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　実践しています。

　当院には医療型療養病棟があり、介護が必要となり透析への通院が困難な方や点滴などの治療
が必要な方の入院やご家族の介護支援としてレスパイト入院を受け入れています。また、お仕事
や旅行などで近隣へ来られる方のゲスト透析も受け入れています。
　地域の腎不全保存期・維持透析・腹膜透析の患者様が、安全かつ安心して治療を受ける事でき
るよう、医師をはじめスタッフ全員がチームとして関わって行きますので、今後ともよろしくお
願いいたします。
透析センターに関するお問い合わせ等は、下記の地域連携室までお願いします。


